
BAD

プローブを強く押しつけて先
端を折らないように！

GOOD

プロービングの基礎
デモボードで、リップルやスパイク・ノイズを測定する場合、プローブのアース
クリップを外して、プローブのGNDは基板上の直近に接続します。

DC/DC・SW電源回路は「高周波回路」
と理解する必要があります。

リングアースを使う

スズめっき線よりも
ZEMクリップがおすすめ

GOOD

デモボードで、リップルやスパイク・ノイズを測定する場合、プローブのアース
クリップを外して、プローブのGNDは基板上の直近に接続します。

ZEMクリップで自作したもの。
プローブ本体に直に巻き付けで、傷をつけな
いように！

1

2



オシロスコープのプローブの取り扱い
アース・クリップによる波形の違い

アース・クリップ 使用

アース・クリップを外して測定
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ややノイズが大きい

実機の「つくり」が良いと、見かけ上はあ
まり大きな差に見えないかもしれない。

例題： 発振回路のバッファー出力をプローブ

高速な信号の波形を観測する場合、プ
ローブに付属するアース・クリップを使った測
定では、正確な波形測定の妨げになる場
合がある。

35MHzのクロック・ジェネレータの出力信
号を測定した場合。

（上） アース・クリップを使った場合。

（下） プローブのGNDケースを信号出力
の近くから直接接続した。
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例題：発振回路の例題をシミュレーションで確認
入力容量が13pFであることが既知
であるので、このクリップ・コードが約
100nHであることが推定できる

参考図書の紹介

アナログ・センスで正しい電子回路規則
発行日：2015年4月18日
著者：石井聡
出版社：CQ出版
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